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著作権および商標について 

 
本装置のファームウェアには以下の著作権が含まれています。 

 

GateD, Release 3.Copyright (c) 1990, 1991, 1992 by Cornell University. All rights 

reserved. 

 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that the above 

copyright notice and this paragraph are duplicated in all such forms and that any 
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１.１ 各部の名称と機能 
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１.５ 公衆回線網の加入契約条件 

本装置は公衆回線網として以下の２種類のうちどちらかを使用することができます。 

 

－ 日本電信電話株式会社（以降 NTT とする）スーパーディジタル（I インタフェ

ース） 

－ フレームリレーサービス 1.5Mbit/s 以下 

 

これらの公衆網をご利用になる場合の加入契約条件について説明いたします。なお、

本取扱説明書および本装置ではWAN&�







２ 設定を始める前に 
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２ 設定を始める前に 

２-5 

２.５ コンソールタイムアウト機能 

本装置では、装置のセキュリティ等を考慮し、 管理
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３ ＬＡＮについて 
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３ LAN

について 
 
この章では、本装置を LAN に接続する際の注意点を紹介します。 

 
－ LANへの各種接続方法 

－ﾉ接村m認ｱ方法 
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４ WANを使う 
 

本章では、各種 WAN 回線を使用する場合の設定、運用方法について説明します。 

 

HSD を使用する場合 ４.１を参照（P４-2） 

FR を使用する場合 ４.２を参照（P４-19） 

 

各回線の説明では、以下の内容を説明します。 

（１）設定項目一覧 

回線を使用するために設定しなければならない項目を、一覧表にしています。一覧表には、

以下の内容が含まれます。 

・ 項目名 

・ その項目が意味する内容 

・ 設定範囲 

・ 導入時の設定 

・ 設定レベル（標準として使用する場合、設定変更が必要かどうか） 

・ 有効時期（装置リセット後有効か／セーブ後（リセットなしでも）有効か） 

・ 設定方法の参照項 

 

（２） 設定方法 

装置のコンソールを使用して、具体的に設定を行う方法について説明しています。また、ど

のような場合に設定変更が必要ｌ�:る柱��筅�ﾅぜ厘尤しています。 

 

（-2��筅�ﾏ送母g� 
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(Warning): Some configurations are not updated unless you reset 
    1. Save new parameter(s) and reset 3. Configurations set again
    2. Save new parameter(s) only  4. Quit (no save and no reset)
Select the number. : 

 

【項目の説明】 

これまで設定してきた内容を有効にするかどうかを選択します。 

1.Save new parameter(s) and reset 

設定内容を NV メモリに保存し、装置をリセットします。リセット後有効となる設定項

目�





INFONET-RX30
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data compress(rfc,other) 

･･････････････････ RFC1974 �6通常

�< StackerLZS アルゴリズムをサポートしたルータ（本装置

を含む）�6接続すよ�ｨﾘx,ﾘ��RFC1974�6

"rfc"を選択します。INFONET シリーズ�<ルータ�6接続すよ

�ｨﾘx,ﾘ��決岑#ﾉUﾈ#bｵたが�1て設定してください。 

 

接続相手 設定 
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（３） 
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*** EXP.: Set datalink extension configuration ***【datalink 設定画面】
<Datalink extension parameter(s)> 
 HSD 
    --------------------------------+------ 
    watching line on 
    data compress no 
    data compress(rfc,other) rfc 
    PPP send retry 10 
    PPP restart timer (10ms) 100 
    PPP loop timer     (sec) 10 
 
you change (y/n)? [n]: 
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（２）エラーの統計情報 

エラーの発生回数を表示します。 

 

INFONET-RX30 Remote Router A V01.00 1998.02.24 【メインメニュー】
WAN topology (--) 1998/03/02 14:10:38 (   0 00:00:06) Super Mode
1. configuration display 
2. configuration set (normal) 
3. configuration set (expert) 
4. operation 
5. information 
6. shift to super mode 
7. exit from remote console or current mode 
Select the number. : 5 ←information を選択 

 

 
 

*** Information menu *** 
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（３）ログ情報 

HSD のログ情報を表示します。 

 

INFONET-RX30 Remote Router A V01.00 1998.02.24 【メインメニュー】
WAN topology (--) 1998/03/02 14:10:38 (   0 00:00:06) Super Mode
1. configuration display 
2. configuration set (normal) 
3. configuration set (expert) 
4. operation 
5. information 
6. shift to super mode 
7. exit from remote console or current mode 
Select the number. : 5 ←information を選択 

 

 
 

*** Information menu *** 【インフォメーションメニュー】

 1. IP interface status 
 2. IPX interface status 
  ・ 
 ・ 
 ・ 
13. error log 
14. line log 
15. trap log 
16. traffic log 
Select the number. : 14 ←line log を選択 

回線を選ンメニュー】
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 【ログ表示画面】

seq uptime date channel ecode 
--- ------------- ----------------------- -------- -------- 
000 0000:00:00.00 98/03/06 (fri) 09:23:11 HSD 00000000 
                                 #P_ON [V01.00-022498] 

 

【項目の説明】 

seq･････････････････････ ログ情報の番号です。 

 

uptime･･････････････････ 装置起動後、ログが発生した時間を表示します。 

0123:12:23.45 の場合は、装置起動後、123 日と 12 時間 23
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４.２ ＦＲを使用する 

本装置の FR は、DLCI16～79 の 64 本の PVC に対応しています。本節では、本装置と FR を使用し

て遠隔地と接続するための設定方法や、各種情報の表示方法について説明します。 

 

４.２.１ 
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【データリンクの設定】 → P４-26 
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現在時刻の設定（P２-6参照）・・現在時刻を設定します 

 

 
 

*** Main: Set FR configuration *** 【回線速度の設定】

<Main FR parameter(s)> 
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【項目の説明】 

CIR･････････････････････ CIR 値（網が許容するスループット値）を設定します。FR 網

に輻輳が発生した場合には、この値までスループットを下げ

て通信を行います。 

 

data compress･･･････････ FR 上に圧縮したデータの送受信を行うかどうかを設定しま

す。FR で圧縮を行う場合、接続相手も FR の圧縮機能をサポ

ートしてなくては行けません。なお、本装置で圧縮動作を使

用する場合、
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(Warning): Some configurations are not updated unless you reset 
    1. Save new parameter(s) and reset 3. Configurations set again
    2. Save new parameter(s) only  4. Quit (no save and no reset)
Select the number. : 

 

【項目の説明】 

これまで設定してきた内容を有効にするかどうかを選択します。 

1.Save new parameter(s) and reset 
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（２）データリンクの設定 

FR のデータリンクに関する設定を行います。データリンクの設定は、拡張設定で行います。 

 

INFONET-RX30 Remote Router A V01.00 1998.02.24 【メインメニュー】
WAN topology (--) 1998/03/02 14:10:38 (   0 00:00:06) Super Mode
1. configuration display 
2. configuration set (normal) 
3. configuration set (expert) 
4. operation 
5. information 
6. shift to super mode 
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４ ＷＡＮを使う 

FRインフォメーションメニューで    DLCI protocol address   network NO node ID        16 
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CLLMs(mild)･････････････ CLLM 軽輻輳通知フレーム受信数を表示します。 

 

CLLMs(severe)･･･････････ CLLM 重輻輳通知フレーム受信数を表示します。 

 

CLLMs(fault)････････････ CLLM 固定故障ZZZZZP
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